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第３回定例会（９月議会）

決まった主なこと

○令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告書について
 他１件報告
○損害賠償の額の決定及び和解について
○令和４年度大崎上島町一般会計補正予算（第５号）
○令和４年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
 他７件特別会計補正予算
○令和４年度大崎上島町水道事業会計補正予算（第２号）
○財産の取得について
○令和３年度大崎上島町一般会計歳入歳出決算認定について
 他11件決算認定
○広島県水道広域連合企業団の設立について

　大崎上島町議会は、令和４年第３回定例会を９月６日～13日の会期で開会した。
　４人の議員の一般質問に始まり、13件の議案、２件の報告、12件の認定を審議し、可
決および承認した。なお、令和３年度大崎上島町一般会計ならびに特別会計及び水道事
業会計の歳入歳出決算認定については決算特別委員会に付託した。

○専決処分した事件の承認を求めることについて
○令和４年度大崎上島町一般会計補正予算（第４号）
○令和４年度大崎上島町水道事業会計補正予算（第１号）
○工事請負契約の締結について
○工事請負契約の変更について

第
（７月19日）
１回臨時会



大崎上島町  議会だより3

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 実質収支
一　般　会　計 80億5675万円 77億5850万円 2億1988万円

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 10億8468万円 10億4802万円 3666万円
介 護 保 険 事 業 15億3546万円 14億4182万円 9363万円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業 　1億7623万円 　1億7566万円 57万円
公 共 下 水 道 事 業 2億3279万円 2億3164万円 104万円
農 業 集 落 排 水 事 業 3847万円 3686万円 153万円
漁 業 集 落 排 水 事 業 　1億6263万円 1億6091万円 152万円
港 湾 管 理 2090万円 2069万円 21万円
漁 港 管 理 603万円 591万円 12万円
交 通 事 業 9519万円 9496万円 23万円
干 拓 地 管 理 575万円 575万円 0万円

公営企業
会計

収　　益 費　　用 純　利　益
水 道 事 業 会 計 4億5762万円 4億6191万円 △429万円

※金額は千円以下を四捨五入しています。
※実質収支は、歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額から、翌年度に繰り越す事業に充てるための財源を差し引いたものです。

令和３年度　決 算 認 定
　決算特別委員会に付託された、全12会計の決算について３日間にわたり審議した結果、
認定すべきものと決定されました。定例会最終日に、決算特別委員長から審査の経過及
び結果が報告され、採決の結果、全会計の決算が認定されました。

決　算　特　別　委　員　会　報　告
委員長　上青木　至　　副委員長　閑田　大祐　　委　員　尾尻　康二・森　ルイ

　決算特別委員会で審議した結果、町の財政状況および各課の予算執行状況はおおむね妥当
と思われる。
　町の財政状況を表す財政指数表によれば、財政力指数は0.36ポイントと前年度比では悪化
しているが、実質収支比率は望ましいとされる３％～５％に収まっている。財政構造硬直化
を示す経常収支比率も前年度88.7％から86.7％に改善されており、地方債の発行に関わって
くる実質公債比率も、発行に県の許可が必要となる18％を超えておらず健全である。これを
見ると、町の財政運営は、安心はできないまでも、危機的状況にはないと言える。
　また、予算の執行状況については、副町長をはじめ総務、企画、住民、税務、福祉、保健衛生、
地域経営、建設、上下水道、教育、会計、議会事務局それぞれ各課の事業の施策の実施状況
および施策の成果について、各課長の説明を求めるとともに、資料に基づき審査および審議
した。結果、業務はおおむね予算通り執行されていると評価できる。ただし、コロナ禍によ
り執行できなかった事業の今後の展開や、コロナ後の新たな事業の模索など、時節に応じた
対応と、町の将来を見据えた行財政運営を求めたい。

　以上により、認定第１号令和３年度大崎上島町一般会計歳入歳出決算から認定第12号令和
３年度大崎上島町水道事業会計の決算について、全員一致で認定すべきものと決定したので、
大崎上島町議会会議規則第77条の規定により報告します。
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広島県水道広域連合企業団の設立について
　大崎上島町を含めた14市町と県が、令和５年度の水道事業の統合と、統合後の新たな
経営主体としての広域連合企業団の設立に向け、広島県水道広域連合企業団規約を定め
ることに関し、県と該当市町が協議することについて、地方自治法第291条の11の規定
により、９月議会において決まりました。

整備概要
【位置図】

目的について
　大崎上島町の水道事業については、人口減少に伴う給水収益の減少、施設老
朽化に伴う更新費用の増加などにより、経営の悪化が見込まれ、水道事業の持
続性を確保するためには、経営基盤の強化が喫緊の課題であり、その解決に当
たり水道事業の広域連携は大変有効な手段です。

メリットについて
　大崎上島町が参画した場合のメリットについては、令和５年度から40年間で
コストの縮減として、施設整備費３億円・維持管理費11億円の効果があり、組織・
管理体制の強化として、構成団体間の支援体制や市町との緊密な連携体制の構
築、応急給水体制の充実などにより、危機管理体制の強化があげられます。

参画する市町、県
大崎上島町、広島県、竹原市、三原市、府中市、三次市、庄原市、東広島市、
廿日市市、安芸高田市、江田島市、熊野町、北広島町、世羅町、神石高原町
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4 人の議員が 8 項目を質問

質
問
【
尾
尻
議
員
】

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、

大
崎
上
島
町
空
家
等
対
策
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
大
崎
上
島
町

空
家
等
対
策
計
画
に
よ
り
空
家

等
の
有
効
活
用
を
図
り
、
定
住

政
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
安
全
で
安
心
な
生

活
環
境
の
保
全
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

空
家
等
の
対
策
は
、
少
子
・

高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
ま
す
ま
す
重
要
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
が
、
空
家
等
対

策
計
画
に
係
る
主
な
事
業
の
推

進
状
況
と
定
住
政
策
と
し
て
空

き
家
の
活
用
は
。

　

ま
た
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
倒
壊
等
、
著
し
く
保
安
上
危

険
と
な
る
等
、
放
置
す
る
こ
と

が
不
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
「
特
定
空
家
」
が
空
家
等
対

策
協
議
会
で
、
３
件
認
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
だ
整
理
で
き
て
な

い
と
思
う
が
、
い
つ
頃
で
き
る

の
か
。

答
弁
【
地
域
経
営
課
長
】

　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
件
数

は
27
件
で
あ
り
、
令
和
３
年
度

は
５
世
帯
11
人
が
利
用
し
、
登

録
し
て
い
る
。
現
在
は
、
簡
易

な
修
繕
等
で
き
る
物
件
は
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
が
、

物
件
が
少
な
い
。
ま
た
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
見
に
行
っ
た
方
は

数
名
で
、
利
用
の
待
機
中
の
方

は
な
い
。

　

定
住
政
策
の
中
で
、
空
き
家

を
登
録
し
て
い
く
の
は
重
要
で

あ
り
、
移
住
す
る
の
に
一
番
悩

ま
れ
る
の
が
住
む
と
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
と
聞
い
て
い
る
。
希
望

さ
れ
る
よ
う
な
空
き
家
の
提
案

に
努
め
た
い
。

答
弁
【
建
設
課
長
】

　

空
家
活
用
助
成
金
事
業
は
、

今
年
度
は
４
件
、
２
８
４
万
２

千
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　

空
家
活
用
奨
励
金
は
、
今
年

度
は
４
件
、
40
万
円
を
交
付
し

て
い
る
。

　

危
険
建
物
の
除
却
促
進
事
業

は
、
今
年
度
は
５
件
、
１
５
０

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

　
「
特
定
空
家
」
の
整
理
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
危
険
な
空
き

家
が
個
人
財
産
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
空
家
等
対
策
協
議
会
の

下
、
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

進
め
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
関
係
者

と
は
直
接
の
面
談
を
控
え
て
い

た
が
、
今
後
は
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
つ
つ
、
直
接
面
談
も
検
討
し

た
い
。

質
問
【
尾
尻
議
員
】

　

空
家
等
対
策
協
議
会
は
特
定

空
き
家
の
問
題
を
主
に
審
議
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
包

括
的
に
空
き
家
全
体
の
施
策
を

協
議
し
て
は
。

答
弁
【
建
設
課
長
】

　

空
家
等
対
策
協
議
会
の
中
で
、

意
見
等
い
た
だ
く
。

尾
お

尻
じり

 康
やす

二
じ

 議員

問
空
家
等
対
策
の
推
進
を

答
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
む
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上
うえ

青
あお

木
き

 至
いたる

 議員

質
問
【
上
青
木
議
員
】

　

８
月
に
入
っ
て
感
染
者

は
非
常
に
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
大
崎
上
島

の
玄
関
口
で
も
あ
る
竹
原

市
・
東
広
島
市
の
感
染
者

を
見
て
も
連
日
多
く
の
感

染
者
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

近
隣
の
市
町
と
連
携
を
持

ち
、
何
か
取
れ
る
対
策
は

な
い
の
か
。

答
弁
【
保
健
衛
生
課
長
】

　

連
日
、
本
町
を
含
め
近

隣
市
町
に
お
い
て
も
多
く

の
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
本
町
の

感
染
者
は
累
計
で
３
５
０

名
を
超
え
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
同
じ
西
部
東
保
健

所
管
内
で
あ
る
東
広
島

市
・
竹
原
市
と
、
西
部
東

保
健
所
を
中
心
と
し
、
感

染
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組

む
。

質
問
【
上
青
木
議
員
】

　

地
元
住
民
は
、
白
水
・
垂
水
・

大
西
港
か
ら
出
る
と
き
は
、
気

を
付
け
て
い
き
ん
さ
い
と
島
民

か
ら
の
声
が
あ
る
が
、
竹
原
・

安
芸
津
か
ら
渡
っ
て
来
る
方
々

に
、
ノ
ー
マ
ス
ク
で
あ
っ
た
り
、

顎
の
方
に
マ
ス
ク
が
下
が
っ
て

い
る
。
誰
も
声
か
け
し
な
い
、

こ
う
い
っ
た
状
態
が
何
か
月
も

続
い
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
増
え

た
と
は
言
わ
な
い
が
、
協
力
を

求
め
る
と
い
う
行
動
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
事
に
つ
い
て

担
当
課
の
思
い
は
。

答
弁
【
保
健
衛
生
課
長
】

　

そ
う
い
っ
た
話
は
私
の
方
に

も
入
っ
て
き
て
い
る
。
強
制
的

に
お
願
い
は
出
来
な
い
状
況
で
、

町
内
放
送
で
感
染
拡
大
防
止
の

お
願
い
を
行
っ
た
。

答
弁
【
町
長
】

　

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
す
る

事
に
つ
い
て
、
港
に
上
が
っ
て

く
る
所
に
、
見
え
る
よ
う
に

「
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
の
表
示
を
す
る
事

は
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
、

し
っ
か
り
検
討
し
、
出
来
る
こ

と
は
実
施
し
て
い
く
。

質
問
【
上
青
木
議
員
】

　

９
月
に
２
つ
の
発
表
会
が
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
う
い
っ

た
経
緯
で
、
何
が
安
全
で
許
可

を
出
し
た
の
か
伺
う
。

答
弁
【
教
育
課
長
】

　

９
月
11
日
に
文
化
協
会
の
演

芸
発
表
会
を
、
23
日
に
は
原
田

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
発
表
会
を

十
分
な
感
染
対
策
を
実
施
し
た

う
え
で
開
催
す
る
事
と
し
て
準

備
を
進
め
て
き
た
が
、
８
月
中

旬
以
降
感
染
者
数
２
桁
の
状
態

が
続
き
、
教
育
委
員
会
と
会
の

代
表
者
で
協
議
を
行
っ
た
。
約

２
年
半
開
催
で
き
な
い
状
況
の

な
か
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
の
な
か
っ
た

関
係
者
は
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
状
況
で
は
開
催
は

見
合
わ
せ
る
べ
き
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。

質
問
【
上
青
木
議
員
】

　

８
月
20
日
加
藤
厚
労
大
臣
の

発
言
で
、
コ
ロ
ナ
２
類
か
ら
５

類
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
有
料
化
と
発
表
さ

れ
た
が
、
有
料
化
と
な
れ
ば
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
年
金

生
活
の
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
際
、

町
は
何
が
出
来
る
か
。
対
応
を

伺
い
た
い
。
又
料
金
は
。

答
弁
【
保
健
衛
生
課
長
】

　
「
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

を
５
類
に
引
き
下
げ
た
場
合
に

蔓
延
予
防
上
、
緊
急
の
必
要
が

無
い
と
な
れ
ば
特
例
臨
時
接
種

が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
全

額
公
費
負
担
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
有
料
化
も
理
論
上
あ
り
う

る
。
慎
重
に
検
討
す
る
。」
と

発
言
が
あ
っ
た
。
ど
の
時
点
で

５
類
に
移
行
す
る
か
、
有
料
と

な
っ
た
場
合
料
金
が
幾
ら
に
な

る
か
等
、
現
時
点
で
は
不
明
だ

が
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に
な
れ

ば
、
県
内
市
町
と
連
携
し
、
国

及
び
県
に
支
援
を
求
め
て
い
く
。

質
問
【
上
青
木
議
員
】

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
盛
ん
に
今

言
わ
れ
て
い
る
事
が
、
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、

変
異
し
た
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
を
と
い
う
町
民
の
声
に

対
し
て
、
課
と
し
て
町
と
し
て

の
思
い
は
。

答
弁
【
保
健
衛
生
課
長
】

　

５
回
目
接
種
こ
れ
は
報
道
等

で
な
さ
れ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
思

わ
れ
る
。
今
現
在
具
体
的
な
通

知
は
無
い
の
で
、
は
っ
き
り
申

し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

今
４
回
目
の
接
種
で
感
染
対
策

を
し
て
い
た
だ
く
の
が
ベ
ス
ト

で
は
な
い
か
と
思
う
。

問

感
染
拡
大
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
案
に
つ
い
て

答

保
健
所
を
中
心
と
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
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質
問
【
森
若
議
員
】

　

概
略
設
計
と
は
こ
ち
ら

の
要
望
を
簡
単
な
図
面
に

起
こ
す
事
で
当
然
費
用
は

発
生
し
な
い
と
自
分
は

思
っ
て
い
る
。
町
が
公
共

工
事
を
計
画
す
る
場
合
で

も
担
当
課
の
職
員
が
町
の

要
望
を
簡
単
な
図
面
に
起

こ
す
と
思
う
。
こ
れ
が
概

略
設
計
で
あ
っ
て
こ
れ
で

も
費
用
が
発
生
す
る
の
か
。

６
月
議
会
で
の
概
略
設
計

が
出
来
て
詳
細
設
計
が
出

来
る
と
い
う
答
弁
に
変
更

は
な
い
か
。

答
弁
【
建
設
課
長
】

　

町
の
場
合
、
概
略
設
計

で
あ
っ
て
も
業
務
を
設
計

会
社
に
依
頼
す
る
の
で
費

用
が
発
生
す
る
。

質
問
【
森
若
議
員
】

　

平
成
29
年
に
議
席
を
得
て
か

ら
幾
多
の
公
共
工
事
が
行
わ
れ

た
が
、
町
道
大
久
保
線
改
良
工

事
を
質
問
し
た
と
き
初
め
て
概

略
設
計
と
い
う
言
葉
が
出
て
き

て
そ
れ
も
費
用
が
発
生
す
る
と

の
こ
と
。
そ
の
費
用
は
ど
こ
か

ら
捻
出
す
る
の
か
。
予
算
化
し

た
痕
跡
も
な
い
の
に
令
和
３
年

に
２
５
０
０
万
円
（
全
部
一
般

財
源
）
を
予
算
化
し
９
月
21
日

に
設
計
会
社
と
７
２
３
万
円
で

調
査
・
測
量
・
設
計
費
と
し
て

契
約
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年

に
２
５
０
０
万
円
全
部
繰
り
越

し
て
い
る
の
に
７
２
３
万
円
執

行
で
き
る
の
か
。
新
た
に
令
和

４
年
に
１
０
０
０
万
円
（
国
費

５
４
０
万
円
・
一
般
財
源
４
９

６
万
円
）
計
上
し
３
月
議
会
で

は
こ
の
１
０
０
０
万
円
は
詳
細

設
計
す
る
費
用
と
答
弁
し
６
月

議
会
で
は
２
５
０
０
万
円
計
上

し
た
中
の
１
５
０
０
万
円
を
詳

細
設
計
の
費
用
に
充
て
る
と
答

弁
。
こ
の
２
つ
の
答
弁
に
整
合

性
が
あ
る
の
か
。
概
略
設
計
が

出
来
て
い
な
い
の
に
詳
細
設
計

が
出
来
る
の
か
。

答
弁
【
建
設
課
長
】

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
時
間

の
経
過
と
も
に
予
定
が
変
わ
っ

た
も
の
と
考
え
る
。

森
もり

若
わか

　厳
いわお

 議員

問
町
の
工
事
の
場
合
、

概
略
設
計
に
費
用

が
必
要
な
の
か

答

設
計
会
社
に
依
頼

す
る
た
め
費
用
が

必
要
に
な
る

ん
の
一
言
。
一
般
の
町
民
の
方

な
ら
そ
こ
で
諦
め
て
帰
る
が
自

分
は
違
う
。
す
ぐ
に
他
の
課
長

に
連
絡
を
取
り
再
度
電
話
を
す

る
が
駄
目
だ
っ
た
。
土
曜
日
の

場
合
は
月
曜
日
の
役
場
が
開
く

ま
で
検
査
キ
ッ
ト
は
頂
け
な
い

の
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も

手
渡
す
よ
う
に
設
定
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
の
か
。

答
弁
【
保
健
衛
生
課
長
】

　

電
話
で
の
相
談
内
容
に
よ
り

検
査
キ
ッ
ト
対
象
者
に
該
当
す

れ
ば
本
庁
住
民
課
で
渡
し
て
い

る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
検
査
事
業
要

領
を
策
定
し
て
い
る
。

質
問
【
森
若
議
員
】

　

８
月
13
日
㈯
に
不
幸
な
こ
と

に
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
起

き
、
本
庁
に
行
き
対
応
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
に
検
査
キ
ッ
ト
を

頂
け
ま
せ
ん
か
と
言
う
と
担
当

課
長
の
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
渡

し
ま
す
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
電

話
を
し
て
頂
く
が
つ
な
が
ら
な

い
た
め
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

問
新
型
コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト

の
提
供
に
は
ど
の
よ
う

な
手
順
が
必
要
か

答
保
健
衛
生
課
で
内
容
を

確
認
の
う
え
提
供
す
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
地
域
の
行

事
な
の
か
。
出
店
は
し
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
売
店
が
開

い
て
多
数
の
方
が
集
ま
っ
て
い

た
。
８
月
19
日
に
22
名
の
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
発
生
し
そ
の
後
も

多
数
の
感
染
者
が
出
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
花
火
大
会
を
す

る
必
要
は
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
【
地
域
経
営
課
長
】

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

地
域
の
行
事
で
は
な
い
。
売
店

が
開
い
て
い
た
こ
と
に
関
し
て

は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
て
密

に
な
ら
な
い
よ
う
看
板
で
呼
び

か
け
て
い
る
の
で
問
題
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
【
森
若
議
員
】

　

あ
の
状
態
が
密
で
な
い
な
ら

ど
の
よ
う
な
状
態
な
ら
密
な
の

か
。
木
江
の
十
七
夜
祭
の
花
火

大
会
と
違
い
、
盆
に
は
多
く
の

方
が
町
外
か
ら
お
土
産
を
持
っ

て
帰
っ
て
来
る
。
帰
る
時
に
は

置
い
て
帰
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ

が
19
日
に
22
人
発
生
し
た
一
つ

の
要
因
で
は
な
い
の
か
。
８
月

中
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
何
人
出

た
の
か
。

質
問
【
森
若
議
員
】

　

８
月
14
日
に
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
た
が
、
木

江
の
十
七
夜
祭
・
東
野
の
住
吉

祭
り
は
地
域
の
行
事
。
サ
マ
ー

問
大
崎
上
島
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

地
域
の
行
事
な
の
か

答
地
域
の
行
事
で
は
な
い
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答
弁
【
地
域
経
営
課
長
】

　

資
料
が
無
い
の
で
数
字

の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

【
森
若
議
員
】

　

把
握
し
て
い
な
い
と
の

事
な
の
で
私
か
ら
報
告
す

る
。
１
８
２
名
で
、
町
の

人
口
を
考
え
る
と
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
感
染
者
だ

と
思
う
。

答
弁
【
建
設
課
長
】

　

工
事
を
発
注
す
る
に
あ
た
っ

て
は
町
内
業
者
を
優
先
し
て
選

定
す
る
。
建
設
業
者
の
指
名
は

副
町
長
・
総
務
課
長
・
建
設
課

長
・
地
域
経
営
課
長
・
上
下
水

道
課
長
５
名
の
建
設
工
事
等
指

名
業
者
選
定
委
員
会
で
行
う
。

質
問
【
森
若
議
員
】

　

こ
の
た
び
柿
の
浦
住
宅

建
て
替
え
を
行
う
が
、
本

町
で
行
う
大
規
模
な
建
築

物
は
最
後
に
な
る
と
思
う
。

町
内
業
者
の
技
術
力
を
高

め
る
た
め
に
も
施
工
は
町

内
業
者
に
委
ね
る
事
を
考

え
て
い
る
の
か
。

問
柿
の
浦
住
宅
建
て
替

え
工
事
に
つ
い
て
、

施
工
は
町
内
の
業
者

に
委
ね
る
の
か

答
町
内
の
建
設
業
者
を

優
先
し
て
選
定
す
る

森
もり

 ルイ 議員

質
問
【
森
議
員
】

　

大
崎
上
島
町
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
３
月

に
『
大
崎
上
島
町
強
靱
化
地
域

計
画
』
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

本
計
画
策
定
後
に
ど
の
よ
う
な

具
体
的
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た

の
か
伺
う
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

避
難
所
で
必
要
と
な
る
非
常

食
や
非
常
用
備
蓄
品
の
購
入
、

自
主
防
災
組
織
の
加
入
促
進
、

地
域
防
災
計
画
の
改
定
、
津

波
・
高
潮
・
土
砂
災
害
・
た
め
池
、

こ
の
４
つ
の
ウ
ェ
ブ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
等
を
実
施
し
た
。

今
後
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
別
の

目
標
達
成
に
向
け
、
各
分
野
で

対
策
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
。

質
問
【
森
議
員
】

　
『
大
崎
上
島
町
防
災
会
議
条

例
』
に
お
い
て
作
成
及
び
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
『
大
崎
上
島
町
地
域
防
災
計

画
』
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
く
こ
と
は
情
報
公

開
の
点
で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

迅
速
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
。

質
問
【
森
議
員
】

　

非
常
食
な
ど
備
蓄
品
の
保
管

場
所
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

備
蓄
品
は
東
野
備
蓄
倉
庫

（
旧
中
学
校
跡
）
で
一
括
保
管

を
し
て
い
る
。
現
状
で
は
職
員

の
数
、
そ
の
体
制
の
状
況
等
を

考
え
１
か
所
だ
が
、
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
も
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

質
問
【
森
議
員
】

　

断
水
に
備
え
、
海
水
を
真
水

に
換
え
る
装
置
や
、
ボ
ト
ル
型

で
泥
水
を
飲
料
水
に
換
え
る
も

の
を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

そ
の
よ
う
な
機
器
の
購
入
に

つ
い
て
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
昨
今
の
災
害
等
を
鑑

み
て
、
災
害
用
の
機
器
と
し
て

あ
る
程
度
の
数
を
そ
ろ
え
る
の

も
一
つ
の
手
な
の
か
な
と
も
思

う
。
備
蓄
品
に
含
め
て
い
く
か

ど
う
か
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

質
問
【
森
議
員
】

　

災
害
時
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使

え
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も
よ

く
あ
る
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上

に
テ
ン
ト
を
置
い
て
ト
イ
レ
と

し
て
利
用
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
は

答

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
別
の
目
標
達
成
に
向
け
、

各
分
野
で
対
策
を
推
進
す
る
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提
出
状
況
は
25
の
施
設
で
、
提

出
率
は
約
47
％
で
あ
る
。
消
防

署
に
お
い
て
周
知
及
び
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
は
計
画
の
提
出
率
の

向
上
に
向
け
、
消
防
署
と
連
携

し
、
制
度
の
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

イ
レ
の
設
置
は
あ
る
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は

な
い
が
、
簡
易
ト
イ
レ
等

を
購
入
し
て
お
り
、
ト
イ

レ
の
こ
と
は
備
蓄
品
と
し

て
考
え
て
い
る
。

質
問
【
森
議
員
】

　

停
電
に
備
え
て
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
な
ど
を
各
家

庭
で
準
備
す
る
と
い
っ
た

場
合
に
補
助
や
助
成
す
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

現
在
の
と
こ
ろ
補
助
を

す
る
と
い
う
考
え
は
な
い

が
、
今
後
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
必
要
だ
と
判
断
す
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
検

討
し
て
い
く
。

質
問
【
森
議
員
】

　

高
齢
者
の
避
難
や
障
害

の
あ
る
方
の
避
難
に
関
し

て
、
令
和
２
年
の
段
階
で

避
難
行
動
要
支
援
者
リ
ス

ト
の
登
録
数
が
２
８
１
人
、

個
別
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
令
和
７
年
の
目
標
値
が
１
４

１
件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
個
別

計
画
の
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
【
福
祉
課
長
】

　

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い

て
は
、『
大
崎
上
島
町
避
難
行

動
要
支
援
者
制
度
実
施
要
綱
』

の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
現

在
ま
だ
個
別
避
難
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
が
、
町
の
方
針
と

し
て
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
と

要
介
護
３
以
上
の
方
、
な
お
か

つ
広
島
県
の
土
砂
災
害
情
報

マ
ッ
プ
の
中
で
赤
の
色
で
囲
ま

れ
た
特
別
警
戒
区
域
の
方
を
優

先
的
に
実
施
し
て
、
令
和
５
年

度
以
降
、
順
次
策
定
し
て
い
く
。

質
問
【
森
議
員
】

　
『
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る

地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
』
に
お
い
て
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
『
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防

災
対
策
計
画
』
に
つ
い
て
町
内

事
業
者
の
提
出
状
況
は
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

町
内
で
は
53
施
設
が
該
当
し
、

い
て
は
急
な
話
で
は
あ
っ
た
が
、

避
難
民
の
健
康
状
態
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
相
互
で
連
携
し
、

受
け
入
れ
体
制
を
構
築
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
、
未
成
年
で
、
か
つ
家

族
同
士
で
な
い
２
人
を
受
け
入

れ
た
が
、
結
果
的
に
は
１
か
月

と
短
期
間
の
滞
在
と
な
っ
た
。

最
終
的
に
は
家
族
と
共
に
都
会

で
の
生
活
を
強
く
希
望
さ
れ
た
。

今
後
は
、
避
難
民
の
意
思
確
認

を
含
め
、
十
分
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
た
上
で
受
け
入
れ
る
と
い

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

今
後
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
出
入
国
在
留
管
理
庁

に
は
一
般
社
団
法
人
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

と
共
同
し
て
１
家
族
程
度
の
引

受
け
の
登
録
を
行
っ
て
お
り
、

国
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
の
要
望
が

あ
れ
ば
誠
心
誠
意
対
応
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

答
弁
【
町
長
】

　

町
営
住
宅
の
貸
与
に
つ
い
て

も
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
と
き
に
う
ち
で
十
分
な
対

応
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
検
討
し
て
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

質
問
【
森
議
員
】

　

６
月
末
か
ら
１
か
月
、
大
崎

上
島
町
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
方
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、

受
け
入
れ
の
方
法
に
つ
い
て
問

題
や
課
題
は
な
か
っ
た
か
。
ま

た
、
今
後
の
受
け
入
れ
、
町
営

住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
【
企
画
課
長
】

　

一
般
社
団
法
人
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
と

共
同
で
の
避
難
民
受
入
れ
に
つ

問
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

今
後
は

答
避
難
民
の
意
思
確
認
を

含
め
、十
分
な
マ
ッ
チ

ン
グ
を
し
た
う
え
で
受

け
入
れ
る

スマホやダブレットに無料アプリ「マチイロ」をインストールすることで、いつで
もどこでも議会だよりを読むことができます。ぜひ、ご利用ください。
（※議会だよりは定例会後の発行のため年４回です。）

androidiOS



大崎上島町  議会だより 10

഍ოဏ૏ဦ࣋௵໸ޏۙڳၡਠ
委員長：閑田大祐　副委員長：渡辺年範
委　員：進藤雅通　水橋直行　森　ルイ

　

６
月
の
大
崎
上
島
町
議
会
定

例
会
以
降
に
開
催
し
た
、
委
員

会
で
の
主
要
な
調
査
、
協
議
事

項
及
び
、
継
続
審
議
し
た
内
容

と
事
業
内
容
の
審
議
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

○
学
校
現
場
の
感
染
症
対
策

　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
教
育
委

員
会
で
購
入
し
、
町
立
学
校
で

使
用
し
ま
す
。現
状
で
は
町（
保

健
衛
生
課
）
が
一
括
購
入
し
た

も
の
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
現
場
で
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
で
す
。

○
給
食
事
業

　

調
理
員
の
高
齢
化
等
に
よ
る

担
い
手
不
足
や
今
後
老
朽
化
し

て
い
く
調
理
施
設
の
改
修
・
更

新
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
課

題
が
多
く
、
統
合
す
る
べ
き
と

い
う
委
員
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
一

元
化
あ
り
き
で
は
な
い
が
検
討

は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
自
宅
療
養
対
策

　

７
月
下
旬
か
ら
の
感
染
者
急

増
で
、
保
健
所
対
応
が
遅
れ
、

自
宅
療
養
者
に
支
援
物
資
が
届

か
な
い
不
具
合
が
生
じ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
廿
日
市
市
が
い
ち

早
く
自
治
体
に
よ
る
支
援
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
本
町
で
も
対

応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

療
養
期
間
中
、
買
い
物
に
も

出
ら
れ
な
い
た
め
食
料
品
や
衛

生
物
品
な
ど
の
支
援
物
資
を
支

給
し
ま
す
。

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進

　

本
町
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

普
及
状
況
は
、
６
月
末
の
時
点

で
普
及
率
40
・
１
％
と
国
・
県

の
普
及
率
を
下
回
り
、
重
点

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象
団
体
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
広
報
、
チ
ラ
シ
の
各
戸
配

布
に
よ
り
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付

与
と
町
推
進
事
業
で
あ
る
地
域

振
興
券
の
付
与
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
各
事
業
所
に
お
け
る

出
張
申
請
窓
口
や
高
齢
者
サ
ロ

ン
で
の
申
請
受
付
、
土
日
の
庁

舎
窓
口
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
８
月
末
の
交
付
率

は
47
％
と
な
り
、
重
点
的
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象
団
体
か
ら
は

外
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、

交
付
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
委
員
か
ら
保
険

証
と
し
て
の
活
用
時
の
デ
メ

リ
ッ
ト
の
解
消
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

お 知 ら せ
○ 本庁・各支所ロビーのテレビまたはインターネッ
トで議会生中継がご覧いただけます。

※ インターネットをご利用の場合はホームページの 
注目記事「○○議会ただいま生放送中」をクリック 
していただければご覧いただけます。

議会傍聴をしてみませんか。

次回の定例会は12月です

日程は町内放送・ホームページで
お知らせします。
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દࣞ८ಡ௵໸ޏۙڳၡਠ
委員長：森若　厳　副委員長：上青木至
委　員：浜田幸造　信谷俊樹　尾尻康二

　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
以
降

の
委
員
会
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

各
課
か
ら
令
和
４
年
９
月
定

例
会
で
議
案
と
な
る
主
な
条
例

案
、
補
正
予
算
案
、
繰
越
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
の
説
明
を
受

け
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

○ 
広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
の

目
的
と
趣
旨
は

　

設
立
す
る
理
由
と
し
て
料

金
収
入
の
減
少
、
人
員
体
制

の
弱
体
化
、
施
設
が
老
朽
化

し
そ
の
設
備
の
更
新
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

　

県
と
市
町
で
重
な
り
あ
う

施
設
も
あ
る
た
め
、
企
業
団

を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

整
備
費
用
を
削
減
す
る
こ
と

も
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
す
。

○ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱

い
に
つ
い
て

　

町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
業
者

を
対
象
と
し
、
少
し
で
も
町

内
の
消
費
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
ウ
ォ
ン
ツ
大
崎
上
島
店
が

商
工
会
に
加
盟
と
な
っ
た
の

で
、
取
扱
店
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

柿
の
浦
住
宅
建
て
替
え
に
伴

う
入
札
選
考
方
法
及
び
ベ
ラ

ン
ダ
側
の
避
難
ハ
ッ
チ
に
つ

い
て

　

入
札
に
つ
い
て
は
疑
義
を

持
た
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

避
難
ハ
ッ
チ
は
法
的
に
は

必
要
な
も
の
で
な
く
、
万
が

一
の
こ
と
を
考
え
て
予
備
的

に
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
電
気
自
動
車
に
つ
い
て

　

町
に
お
い
て
は
本
庁
に
２

台
あ
り
ま
す
。
急
速
充
電
設

備
は
高
額
で
す
が
、
本
町
の

地
理
的
な
も
の
で
塩
害
も
考

え
ら
れ
る
が
１
台
設
置
し
て

利
用
状
況
も
含
め
て
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

○ 

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事

業
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
開
通
率
は

80
％
台
で
、
現
時
点
で
目
標

数
１
３
２
６
件
に
対
し
て

33
％
の
達
成
率
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
期
間
内
で
の

移
行
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

開
通
率
が
低
い
原
因
と
し

て
は
、「
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
」

や
「
開
通
当
日
工
事
不
可
」

と
な
り
、
工
事
が
延
期
に
な

る
パ
タ
ー
ン
が
多
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
工
事
班
の
増
員

等
に
よ
り
対
策
を
検
討
し
ま

す
。
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質
問

　

野
賀
海
水
浴
場
の
整
備
を

回
答

　

全
面
改
修
も
検
討

そ
の
後
の
経
過

　

令
和
３
年
度
ま
で
に
野
賀

海
水
浴
場
周
辺
の
伐
採
整
備

事
業
が
完
了
し
、
周
辺
の
眺

望
が
良
く
な
り
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
休
憩
し
な

が
ら
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
海
水
浴
場
整
備
計
画

で
は
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り

を
図
り
、
利
用
促
進
を
目
的

と
し
た
、
改
修
の
た
め
の
基

本
計
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
年
間
を
通
し
て

利
用
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
る
よ
う
に
、
長
期
的
に

整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

追
跡

　
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

（
令
和
３
年
２
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
）

大崎上島町議会
TEL（0846）６５－３１３０（直通）
FAX（0846）６５－３１１７　　　

〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625-1
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最
近
、
町
も
本
気
に
な
っ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
を

進
め
て
い
る
。

　

私
も
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
が
、
不
満
な
事
が

沢
山
あ
っ
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

事
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
言
っ
て
い
た
は
ず

な
の
に
、何
一
つ
便
利
な
こ
と
が

な
い
、や
っ
と
本
気
に
な
っ
て
利

用
で
き
る
よ
う
な
動
き
が
国
を

は
じ
め
、町
も
重
た
い
腰
を
上

げ
て
く
れ
た
。カ
ー
ド
を
持
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、個
人
資
産
や

情
報
等
す
べ
て
分
か
っ
て
し
ま

う
等
、う
そ
の
話
を
吹
聴
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
て
、そ
の
情
報

が
よ
く
耳
に
さ
れ
て
い
る
た
め

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
も
沢
山

い
る
と
思
う
、ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
普
及
し
な
い
理
由
は
あ
る
。

　

普
及
促
進
す
る
た
め
、
数
年

前
よ
り
町
に
も
訴
え
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
し
町
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
こ
と
が
最
善
策
だ
と
思
う
。

　

各
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
や
病
院

な
ど
に
カ
ー
ド
読
み
取
り
と
る

端
末
を
設
置
し
様
々
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す

れ
ば
、
カ
ー
ド
保
有
者
は
各

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
役
場
手
続
き
も

カ
ー
ド
を
読
み
取
れ
ば
自
身
の

情
報
を
わ
ざ
わ
ざ
手
書
き
で
書

か
な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
と
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
と
て
も

便
利
な
カ
ー
ド
だ
と
思
う
。

　

ま
だ
ま
だ
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
は
少
な
い
た
め
私
た
ち
議

員
は
行
政
に
対
し
て
提
案
・
要

望
を
し
っ
か
り
し
、
行
政
は
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
形
に
し
て
い
く

よ
う
努
力
が
必
要
だ
。

　

町
民
の
方
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
町
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
へ
む
け
て
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
町
へ
と
前

進
で
き
れ
ば
幸
い
だ
。
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